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エ ミ リ ィ ・デ ィ キ ン ス ン の 詩 的 モ ノ ロ ー グ

一恋 人/読 者 への告 白一*

下 村 伸 子

1

　 現 代 ア メ リ カ の 恋 愛 詩 学 は 、 エ ミ リ ィ ・デ ィ キ ン ス ン(Emily　 Dickinson,

1830-1886)と 共 に始 まっ た とEric　 Murphy　 Selingerは 述 べ て い るが(Selinger

57)、 デ ィキ ンス ンの 恋 愛 を主 題 と して い る 詩 に はそ の主 題 さえ 曖 昧 に して し

まう要 因 が あ る こ とは、 周 知 の通 りで あ る。Selingerは 、 デ ィキ ンス ンの ピュー

リ タ ン的 な 神へ の愛 に つ い て の概 念 か ら、19世 紀 ア メ リ カの 民 衆 の性 愛 へ の信

仰 を辿 り、 詩 の な か で 二 人 称 で 語 りか け られ る愛 の対 象が 神 で あ ろ う と、 男 性

で あ ろ う と、 義 姉 のSusan　 Gilbert　Dickinsonで あ ろ う と、 「差 異 が 愛 に と っ て

中心 と な っ た ア メ リ カ最 初 の 詩 人 」(Selinger　 57)と して デ ィキ ンス ン を位 置

づ け て い る 。 即 ち 愛 の 対 象 との 差 異 の 認 識が 、 デ ィキ ンス ンの 詩 に表 現 さ れ る

恋 人 同 士 の 喜 び に満 ち た結 合 か ら、 こ の 世 で は 成 就 しな い 恋愛 の ドラ マ ま で の

基 調 とな っ て お り、 そ の こ とが 却 っ て神 聖 な愛 と世俗 的 な 恋愛 との境 界線 を消

して し ま う こ と に な る と 同時 に対 象 の喪 失 が 恋 愛 詩 を 可 能 に す る とい う議 論 で

あ る(Selinger　 73)。 恋 愛 に関 わ る こ とば が 、 自己 と他 者 の 問題 、 生 と死 、 神 の

存 在 、 救 済 をめ ぐる デ ィキ ンス ンの言 語 空 間 全 体 に広 が っ て い る の もそ の こ と

と関 連 して い るで あ ろ う。

　 デ ィキ ンス ンの 恋 愛 に つ い て の 詩 が 、 読 者 に近 づ け た とす れ ば 、 そ れ は 、

*　 本 稿 は 、 日本 エ ミ リ ィ ・デ ィキ ンス ン学 会 第18会 大 会(2002年6月15日 、 慶応 義 塾

大 学 日吉 キ ャ ンパ ス)に お け る研 究 発 表 「エ ミ リィ ・デ ィキ ンス ンの 詩 的 モ ノ ロ ー グー一

恋 人/読 者 へ の告 白一一」 に 加 筆 、 修 正 を施 した も の で あ る。
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デ ィキ ンス ンの 詩 の語 り手 の 声 の 問 題 と関 連 して は い な い だ ろ うか 。1人 称 の

語 り手 が 、愛 の対 象 に語 りか け る 、 あ るい は愛 につ い て 告 白す る とい う ス タ イ

ル を とっ て い るテ ク ス トで 、 語 り手 は 、拝 情 詩 に お け る1人 称 の声 で あ りな が

ら、劇 的 モ ノ ロ ー グの 登 場 人 物 の よ う に も変 容 し、 読 者 を相 手 と して語 りか け

て くる よ うで もあ る。 恋 人へ の 告 白の ポ ー ズ が と られ なが ら、 劇 的 独 白(dra-

matic　 monologue)あ る い は 、 演 劇 に 喩 え る な ら傍 白(aside)の よ う に 、 観

客 ・読 者 に語 りか けて くる こ とが あ る と考 え られ るの で あ る。Selingerが 指 摘 し

て い る よ うに 、 デ ィキ ンス ン は、"lt　is　l　you　hold　and　who　 holds　you"と い うホ

イ ッ トマ ン と違 って 、 読 者 に愛 を語 りか け る こ とな どな く、 どち らか とい う と

観 客 ・読 者 は 、 演 じ ら れ る ドラ マ か ら殆 ど疎 外 さ れ る と い う感 も否 め な い

(Selinger　 71)。 しか し、好 情 詩 にお い て も1人 称 の 語 り手 の 自分 自身 へ の 語 り

か け に 、他 人 に 向 か っ て語 りか け る第2の 声 が 含 まれ る とT.S.　Eliotも 述 べ た よ

うに 、1デ ィキ ンス ンの 詩 の な か で も声 は複 数化 して 、現 代 の読 者 は 疎外 感 を味

わ う暇 も な く、 重 層 化 され た 詩 的 モ ノ ロ ー グ の声 を思 い が け な くも聞 い て しま

う こ と に な る。

　 この よ う な複 数 の声 とい うこ と と、 前 述 した 愛 の 対 象 との 差 異 の 認 識 とい う

こ とが 、 デ ィキ ンス ン独 特 の 恋 人不 在 、喪 失 の テー マ 、換 言す れ ば、 「愛 の カ ル

ヴ ァ リ」(Calvaries　 of　Love)の ドラ マ とい うべ き もの を表 出 して い る と仮 定 さ

れ る。 小 論 で は、 これ らの詩 を テ ク ス トと して と りあ げ 、 テ ク ス トか ら聞 こ え

て くる複 数 の 声 を手 掛 か りに 、 そ れ ぞ れ の テ ク ス ト同士 の 相 互 関連性 を検 討 し

つ つ 、 デ ィキ ンス ンの恋 愛 詩 学 の ひ とつ の 方 向 性 を考 察 す る。

2

"There　 came　 a　Day -at　Summer's　 full-"で 始 ま る 詩 は 、 デ ィ キ ンス ン の 作 品 の

1 T. S. Eliot,  The Three Voices of  Poetry," On Poetry and Poets (London: Faber & Faber, 

1957)  87-102.
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なか で 、 愛 の 成 就 と別 離 の ドラ マ が最 も象徴 的 に 表 現 され た1篇 で あ る とい う

こ と に は、 異 論 の 余 地 が な い。 フ ラ ンク リ ン版 で は この 詩 の5種 類 の 原稿 の う

ち、Reverend　 Edward　 S.　Dwightへ の 手 紙 に引 用 され た もの を草 稿A、 デ ィキ ン

ス ン 自 身 が 保 存 して い た2種 類 の 草 稿 をB、C、1862年4月25日 付 け の

Higginsonへ の手 紙 に 同封 され た もの をD、 またSusan　 G.　Dickinsonに 送 られ た

が 、 失 われ た 原稿 をEと して 草 稿Aか らDま で が 掲 載 さ れ て い る 。 草 稿D全 体

とそ れ 以 前 に書 か れ た と され て い る 草稿Cの 第2ス タ ンザ を引用 して み よ う。

There came a Day at Summer's full  -

Entirely for me  -

I thought that such were for the Saints, 

Where Resurrections - be -

The Sun, as common, went abroad  -

The Flowers, accustomed, blew, 

As if no soul that solstice passed 

That makes all things new

The time was scarce profaned, by speech  -

The symbol of a word 

Was needless, as at Sacrament, 

The Wardrobe, of our Lord -

Each was to each The Sealed Church, 

Permitted to commune this - time  -

Lest we too awkward show 

At supper of the Lamb.

The hours slid fast - as Hours will, 

Clutched tight, by greedy hands  -

So faces on two Decks, look back, 

Bound to opposing lands -
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And so when all the time had leaked, 

Without external sound 

Each bound the Other's Crucifix  -

We gave no other Bond -

Sufficient Troth, that we shall rise - 

Deposed - at length, the Grave  -

To that new Marriage, 

Justified - through Calvaries - of Love  -

                       (Fr 325,  D,  J322)2 

The Sun - as common - went abroad  -

The Flowers - accustomed - blow  -

While our two Souls that Solstice passed  -

Which maketh all things new. 

                        (Fr 325, C,  st. 2)

　 草 稿Dだ け で な く、 デ ィキ ンス ンの テ ク ス トと して 定 着 した 第2ス タ ンザ 第

2行 目、"As　if　no　soul-that　 solstice　passed-"が 、 草稿Cで は"While　 our　two　Souls

that　Solstice　passed」 と書 か れ 、 ジ ョ ンソ ン版 で は、 そ の箇 所 が イ ン クの横 線 で

消 され て い た こ とが 印 され て い る。3As　if一と仮 定 法 を使 い、 「私 た ち二 人 の 魂 」

(our　two　Souls)と い う こ とば が 書 き換 え られ た こ とで、 却 っ て語 り手 とそ の恋

人 ら し きふ た りの 魂 が 紛 れ もな く夏 至(soltice)を 通 過 した こ とが 、 象 徴 的事

実 と して 読 者 に了 解 され る とい う効 果 が あ る ばか りで な く、 こ の詩 が そ の相 手

へ の 語 りか け で あ る と い う印 象 を和 らげ る こ とに な る。 即 ち 、 °TlO　soul"と 表

2　 R.W.　 Franklin　 ed.,　The　 Poems　 of　Emily　 Dickinson:Variorum　 Edition　 Cambridge,

Massachusetts:The　 Belknap　 P　of　Harvard　 UP,1998)以 後 詩 の 引 用 は 、 こ の フ ラ ン ク リ

ン 版 を 使 用 し 、 本 文 中 に(Fr　 20)の よ う に 番 号 を 示 す が 、 ジ ョ ン ソ ン 番 号 も(J21)

の よ う に 併 せ て 表 記 す る 。

3　 Thomas　 H.　Johnson,　 The　 Poems　 of　Emily　 Dickinson:Including　 Variant　 Reading

Critically　 Compared　 with　 All　 Known　 Manuscripts(Cambridge,　 Massachusetts:The

Belknap　 P　of　Harvard　 UP,1955)251.
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現 す る こ とで 、 以 ド13行 目の"Each　 was　to　each-The　 Sealed　Church-"、19行

目の"faces　on　two　Decks"、 及 び22行 目の"Each　 bound　 the　other's　Crucifix"と

い う比 喩 表 現 と も相 侯 っ て、 恋 人 同 士 の 身体 と行 為 の 神 聖 化 を示 す こ と に なる

の と同 時 に、 冒頭2行 で1人 称 の 眩 き の よ うに 始 まっ た この 詩 の語 りを 、 そ れ

が 特 定 の相 手 へ の 語 り と して響 く前 に 、 不特 定 の 読 者へ の モ ノ ロ ー グ と して届

け る効 果 を もつ の で あ る。 束 の 間 の愛 の 成 就 とそ の後 の理 由が 説 明 され ない 別

離 、 天 国 で の再 会へ の望 み とい う語 り手 か ら恋 人へ の 告 白 は、 仮 定 法 で 表 現 さ

れ た 「夏 至」 の通 過 とい うこ との 象徴 性 、 以 下 繰 り広 げ られ る聖 餐 式 、 最 後 の

晩餐 の宗 教 的 な言 葉 と イ メー ジ と、 さ ら には 恋 人 同 士 の 身体 性 の比 喩 化 、 こ と

ば の 不必 要性 へ の 言 及 に よ り恋 人 同十 の 神 聖 な と き(the　 time)を 表 出 し、 さ

ら に 、 こ の ふ た りを 阻 む 「貧 欲 な 手 」(greedy　 hands)に 喩 え られ た 現 世 の

「時 間」 との 対 照 に よ り、 最 終 連 で の 「あ の 新 しい結 婚 」(that　 new　 Marriage)

の ヴ ィ ジ ョ ンへ と昇華 され る。 天 国 で の 結 婚 、 黙 示 録 の イエ ス ・キ リ ス トとエ

ル サ レム の 結 婚(Guthrie　 49)を 暗 示 しつ つ 、 この 最 終 連 で は、 ふ た りの 天 国

で の 結 婚 の約 束(Troth)の 「正 当化 」 に は 「愛 の カ ル ヴ ァ リ」(Calvaries　 of

Love)、 キ リ ス トの受 難 に も匹 敵 す る途 方 もな く厳 しい愛 が 経 験 され なけ れ ば

な らな い こ とが示 唆 され て い る。

　 「愛 の カル ヴ ァ リ」 こそ が 、語 り手 とそ の 相 手 の夏 至 の 通 過 を可 能 に した、 あ

る い は ふ た りが夏 至 を通 過 した が た め に現 世 で の そ れ 以 上 の愛 の 成就 は不 可 能

と な っ た と 示 唆 す る こ の 詩 は 、 最 新 の デ ィ キ ン ス ン の 伝 記 作 者Alfred

Habeggerに よ る と、1861年 か ら1862年 頃 に書 か れ た 多 くの 恋 愛 詩4に 繰 り返

し表現 され て い る 恋 人 同士 の 「選 遁 、 抱 擁 、 別 離 の場 面 、 辛 い 痕 跡」 の最 も暗

示 的 な テ ク ス トと言 え る(Habegger　 412)。 に もか か わ らず 、 デ ィキ ン ス ン 自

身 が こ の詩 の 最 終 連 を恋 愛 ドラマ とは 別 の 文 脈 で 用 い て い る こ とに注 目 したい 。

Sufficient troth - that she will rise  -

Deposed - at last - the Grave -

4　 Alfred　 Habeggerは 、　pain　 poems、 　erotic　 poems,　 love　 lyricと い う こ と ば を 使 っ て い る 。
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To that new fondness  -

Justified - by Calvaries of love - (Fr 325, A)

　 1862年1月 のReverend　 Edward　 S.　Dwightに 宛 て られ た書 簡 に引 用 され た この

草 稿Aは 、Dwight氏 の 妻 の 逝 去 に際 して の 哀 悼 の1篇 と な っ て い る。 即 ち、1

行 目 の"she"は 亡 くな っ たElizabeth　 Dwightに 言 及 して お り、 「愛 の カル ヴ ァ

リ」 は、 彼 女 の魂 の 天上 で の復 活 へ の 祈 りの 鍵 の 役 割 を果 た して い る。5こ の こ

と は、 他 の草 稿 に とっ て無 関係 の よ う に見 え るが 、 こ の テ クス トの複 数 の 声 と

い う こ との可 能性 を示 唆 して い る と考 え られ る 。 草 稿Dに お け る第4連 か らそ

の 存 在 が 暗示 され始 め た 語 り手 の恋 愛 の 対 象 は 、最 終 連 で は、 「私 た ち」 と言 及

さ れ な が ら も、 読 者 の 視 界 か ら は遠 い存 在 で あ り続 け 、 第6連 の 「お 互 い が お

互 い の 十字 架 を縛 り付 け た」 と い う二 人 の行 為 の クラ イマ ッ クス の後 、 語 り手

の声 か ら も遠 ざ け られ 、 また そ れ に よ っ て 、誰 の 目に も不 可 視 の ふ た りの 「愛

の カ ル ヴ ァ リ」 の ドラマ は崇 高 な響 きを もっ た ま ま完 結 され た の で あ る。

3

　 5種 類 もの草 稿 が 存 在 す る こ と、 文 通 を始 め た ば か りの ヒ ギ ンス ンへ の 書 簡

に 同封 した こ とか ら も、 デ ィ キ ンス ンが こ の325番 の 詩 に託 した大 きな望 み が

窺 え る。 前 述 のHabeggerの 指 摘 に鑑 み て も、 「愛 の カ ル ヴ ァ リ」 の ドラマ は

彼 女 の1861年 頃 か ら1862年 頃 にか け て の 彼 女 の 詩 の創 作 の 重 要 なモ チ ー フで

あ っ た と考 え られ る 。 も う1篇 構 成 面 で こ の 詩 との 関連 性 が 指 摘 さ れ る詩 を と

りあ げて み る。6こ の 詩 は ジ ョン ソ ン版 で は書 か れ た 年 は不 明 で あ った が 、 フ ラ

ン ク リ ンに よ っ て1861年 の終 わ りに 近 い 頃 の 作 と推 定 さ れ た。

5David　 Porterは 、 デ ィ キ ン ス ン が 同 一一テ ク ス トを 別 の コ ン テ ク ス トに 換 え て し ま う

こ と を こ の 詩 人 の"characterristic　 switchllと し て 、 こ の 箇 所 を 例 に 挙 げ て い る 。　Cf.

Porter　 62.

6　 Cf."...similar　 construction　 of　a　relationship　 that　 is　to　involve　 no　 more　 face-to-face

meetings."Habegger　 414.
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Rearrange a  "Wife's" affection! 

When they dislocate my Brain! 

Amputate my freckled Bosom! 

Make me bearded like a man!

Blush, my spirit, in thy Fastness  -

Blush, my unacknowledged clay  -

Seven years of troth have taught thee 

More than Wifehood ever may!

Love that never leaped it's socket  -

Trust intrenched in narrow pain  -

Constancy thro' fire - awarded  -

Anguish - bare of anodyne!

Burden - borne so far triumphant  -

None suspect me of the crown, 

For I wear the  "Thorns" till Sunset  -

Then - my Diadem put on.

Big my Secret but it's bandaged  -

It will never get away 

Till the Day it's Weary Keeper 

Leads it through the Grave to thee. 

                      (Fr 267, J1737)

　 デ ィキ ンス ンの 初 期 の 批 評 家 のR.P.　 Blackmurは 、 こ の詩 人 の 未熟 さ と い う

こ とを述 べ た と き に、 この 詩 に は 各 連 毎 の 「段 階 の変 遷 」 が あ る だ け で全 体 と

して成 熟 して い な い と評 した(R.P.　 Blackmur　 85)。 確 か に 、 次 か ら次 へ と展 開

さ れ る 隠喩 に 読 者 は 当 惑 させ られ る か も しれ な い が 、 こ の テ ク ス トに は さ ま ざ

ま な声 が重 な り合 って い る の で は な い か と考 え られ る 。 まず 冒頭 か ら激 しい 口

調 で 、Vivian　 PollakやHabeggerが 述 べ てい る よ うに 、 誰 か の助 言 に 対 して答

え て い る か の よ う に 、 語 り 手 は 自 ら の 立 場 を 語 り始 め る(Pollak　 170;
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Habegger　 413)。 起 こ り得 ない 身 体 上 の性 の 変化 を引 き合・い に 出 す 第1連 で は 、

"when"の 節 が2行 目か らこ の 連 の終 わ りまで 続 くが
、3行 目、4行 目が そ れ ぞ

れ 命令 形 の よ う に も響 き、 助 言 を与 え た誰 か 、 あ る い は詩 の 最 後 で 、 「あ な た」

"theellと呼 びか け られ る相 手へ の 烈 しい 怒 りが 表現 され てい る
。 第2連 で は語 り

手 は 、 第1連 で 怒 りを露 わ に した 自 ら の精 神 と肉体 に 「赤 面 し」恥 じ る よ う呼

び か け 、 続 く第3、4連 で 普 通 の 「妻 の 身 分 」 で は な い 「7年間 の 約 束 」 とい う

語 り手 の 隠 され た 愛 の ドラマ に 言 及 す る。 報 われ る こ と な く抑 圧 され て きた 愛

の 苦 痛 の 烈 し さが 強 調 され るが 、 茨(crown)、 と王 冠(diadem)は 前 掲 の 詩

の 「愛 の カル ヴ ァ リ」 と も響 き合 い 、 そ の苦 しみ に は誇 りと気 高 さ、 神 聖 さが

あ る こ とが 強 調 され る 。 同 時 に 死 と再 生 が 暗 示 され 、 最 終 連 で は墓 を越 え る ま

で 秘 密 を守 る こ とへ の 誓 い が 述 べ られ る。 最 後 に よ うや くこの 物 語 の 苦 し くも

気 高 い 「秘 密」 の もう一 人 の 当事 者 で ある 「あ なた 」(thee)がllaway"と の不 完

全 韻 を 踏 ん で 、 弱 々 し く言 及 され 、 前 掲 の 詩 と は異 な った 様 相 で 、 二 人の 天 国

で の 再 会 が 暗 示 され るが 、 秘 密 の 「疲 れ 果 て た 持 ち 主 」(itls　Weary　 Keeper)

とな る 語 り手 の 苦 境 が 強 調 され て い る。

　 この 詩 に つ い て の批 評 家 た ち の 分 析 は、 デ ィキ ンス ン自身 の 恋 愛 体 験 、 彼 女

が 生 きた19世 紀 ア メ リ カの 宗 教 文 化 、 文 学 か らの 影 響 また は それ らへ の反 応 、

また 彼 女 の 比 喩 言 語 の特 徴 を深 く考 察 して い る。St.　Arma皿dは 、 デ ィ キ ンス ン

と、1868年 に小 説The　 Gates　Ajarを 出版 したElizabeth　 Stuart　Phelpsを 比 較 す

る 論文 の なか で 、 当 時 、 天 国で の恋 人 同士 の 再 会 の イ メー ジ とい うの は、 「神 中

心 の没 個 性 的 、 死 後の 生(afterlife)に つ い て の正 統 的 ス テ レオ タ イプ」(Pollak

171)へ の 「感傷 的反 応」 と して大 変 人気 を博 して お り、 デ ィキ ンス ンはPhelps

よ り先 に こ の テ ー マ を探 索 して い た と述 べ て い る 。7こ のSt.　A㎜andの 説 に対

してVMan　 Pollakは 、 この 詩 で は 、 天 国で の 相手 との 再 会 の幻 想 は最 終2行 で暗

示 は さ れ て い る け れ ど も、 そ の 場 面 は、 描 か れ て は い な い 、 即 ちSt.　Armand

7 Cf. Barton Levi St. Armand,  "Paradise Deferred: The Image of Heaven in the Work of 

Emily Dickinson and Elizabeth Stuart Phelps," American Quaterly 29 (Spring  1977).
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が 指 摘 す る 感 傷 性 な ど は な く、 詩 の 調 子 は た だ 悲 痛 で あ る と反 論 して い る

(Pollak　 171)。　Pollakは 、 こ の 詩 で は デ ィキ ンス ンは 「性 的 欲 望 の現 実 と結 婚

し、 そ れ を無 意 識 の う ち に彼 女 の 女 性 ら しさ の破 壊 と結 び つ け て い る 」(Here,

Dickinson　 has　married　 the　reality　of　sexual　rage,　which　 she　unconsciously　 asso-

ciates　with　the　destruction　 of　her　womanhood.)と 説 く(Pollak　 171)。 そ して 苦

痛 へ の 厳 しい執 着 の 理 由 と して 、 デ ィキ ンス ンが 無 意 識 の う ち に提 供 して い る

ひ とつ の 答 え は、 彼 女 が 「こ の愛 を絶 望 的 な もの とみ な して い る の で は な く、

逆 に死 後 の 恋 人 との和 解 を期 待 して い る」 とい う こ とで あ り、 「彼 女 は既 にほ し

い も の を手 に 入 れ て い る一 秘 密 の 力 を不 滅 の もの と し、 そ うす る こ と に よ り彼

女 の 欲 望 を抑 制 して い る 。」8と考 え るべ きだ とい うの で あ る。

　 St.　Armandは 前 述 した 論 文 の後 に 書 い た著 書 の な か で 、 お そ ら くはPollak

の こ の 説 を意 識 して 、 「恋 愛 が 女 性 に と って の 唯 一 の 領域 で あ る とい うロ マ ン

テ ィ ッ クな 考 え」 を受 け 入 れ る こ とで 読 者 は、 デ ィキ ンス ンの 個 人 的 神 話 に お

け る謎 の ひ とつ 、 「放棄 の哲 学」(philosophy　 of　renunciation)の 意 味 が理 解 で き

る(St.　 Amand　 96)と 述 べ て い る 。 彼 は、 デ ィキ ン ス ンの幾 つ か の 恋 愛 詩 に

見 られ る、 天 国 で の 結 婚 の た め の 「修 道 院 的 生 活 志 向 」(this　 leaning　toward

monasticism)に つ い て 、　Orlando　 Wightが 中世 の 史 実 を 書 き直 したRomance

of　Abelard　 and　 Heloiseに そ の 歴 史 的 枠 組 み を 求 め られ る と い う の で あ る 。

デ ィキ ン ス ンが 、 神 で は な く、 自 ら選 ん だ太 陽神(Phoebus)、 即 ち い わ ゆ る

"Master"と の 婚 姻 とい うテ ー マ を幾 つ か の 作 品 の 中で 探 索 して い る とい う想 定

の も とに 、 詩 人 が 彼 女 の 性 的 同 一 性 を犠 牲 に して で も太 陽 神 と の精 神 的 婚 姻 を

全 うす るべ きで あ る と信 じて 、 物 語 の なか の 修 道 士 アベ ラ ー ルの よ う に 「彼 女

の愛 は 肉 体 を超 え る こ とを悟 っ た 」9とい う解 釈 に は あ る 程 度 の 説 得 力 が あ る。

8 Cf. "...she looks forward to a reconciliation with her lover after death. The emotional 
logic of her stance is more accessible if we assume that, in some measure, she already has 

what she wants: to perpetuate the power of secrets and, in so doing, control her rage" 

 (Pollak  172)  . 

9 Cf.  "Like Abelard, who suffered the ignominy of castration at the hands of his enemies, 

she found that her love transcended the  body..."  (St. Armand  95)  .
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ま た 同時 に この 物 語 の 芸 術 家 と して の エ ロ イ ー ズ の イ メ ー ジ とデ ィキ ンス ンの

こ の詩 の こ とば も確 か に 重 な り合 う と ころ が あ る。'°デ ィキ ン ス ンの 太 陽 神 が

誰 で あ ろ う と、 彼 女 は 「世 俗 的 で わ び しい現 実 よ り もこ の 感 傷 的 愛 の 宗 教 を賛

美 す る ジ ャ ンル を選 ん だ」(St.　Armand　 97)と い うの が 、　St.　A㎜andの 結 論 で あ

る。

　 Orlando　 Wightに よ る こ の ア ベ ラー ル とエ ロ イ ー ズ の 物 語 が 、 デ ィキ ンス ン

の 若 い 頃 に よ く読 まれ 、 「離 れ ば なれ の 恋 人 同士 の 物 語 は ヴ ィ ク トリア朝 ア メ リ

カ の大 衆 文 化 の 中 心 話 題 」(Selinger,62)と して 詩 人 に影 響 を与 え た に違 い な

い こ と をSelingerも 認 め て い る 。 デ ィキ ン ス ンの この テ ク ス トに 修 道 士 ア ベ

ラ ー ル とそ の 恋 人 エ ロ イ ー ズ の声 が 交 互 に 、 あ る い は 重 な り合 う よ う に出 て い

る と考 え る こ と は可 能 で あ ろ う。

　 しか し、 こ の 詩 の 語 り手 の 声 につ い て のJames　 Guthrieに よ る 指 摘 も考 慮 に

入 れ な け れ ば な らな い。 彼 は、 フ ラ ン ク リ ン版 の テ クス トの 出 版 以 前 に、 フ ラ

ンク リ ンの 草 稿 版llか ら、創 作 年 を推 定 し、 この 詩 の 包 帯 、 錘 壕 の イ メ ー ジ、

軍 事 用 語 が 、 デ ィキ ンス ン自 身 の 眼 の病 気 、 そ の外 科 手術 、 及 び 南 北 戦 争 の 史

実 と して 当 時 の 新 聞 で 伝 え られ た1861年4月 のFort　 Sumterで の砲 撃 を彷 彿 と

させ る と い うの で あ る(Guthrie,68)。 「攻 撃 を 受 け る 錘壕 と して の 肉体 」 的 心

理 的苦 痛 に 耐 え 、 第1連 が 暗 示 す る 「女性 ら し さ を放 棄 す る こ とな く男 性 の 特

権 で あ る 勇 気 」 を も って この7年 間 の 貞節 を守 りぬ くこ とが 、捕 らわ れ の 身 と

な っ て 目隠 しを され た兵 士 の よ うな語 り手 に 課 せ られ た 使 命 だ と い う解 釈 で あ

る。Guthrieは 、　 socket"、"bandaged"な どの こ とば の2重 の 意 味 か ら、 語 り手

だ け で な く 「秘密 」 自体 が 負傷 して い る こ と も暗 示 され て い る と考 え、 捕 らわ

10 St. Armand (96)  h'qlf111_---CliNZMPfr-C't, "... she would have borne to the tomb the 

 secret of that divine force which was given her, ... She has been made as queen by a crown 

 of thorns." Orlando Williams Wight, The Romance of Abelard and Heloise (New 

 York:Appleton, 1853) 242. 

11 R. W. Franklin, ed., The Manuscript Book of Emily Dickinson, 2vols (Cambridge, 

 Mass.: The Belknap P of Harvard UP,  1981)  .



エ ミ リ ィ ・デ ィキ ン ス ンの 詩 的 モ ノロ ー グ 　 　31

れ の 身が 同時 に捕 らえ る者 とな る とい う死 ぬ まで 解 決 さ れ な い パ ラ ドッ クス を

語 り手 が 抱 え る こ と に な る と述 べ て い る。 しか も第4連 で 、 詩 人 の語 り手 は夜

に は 一一時 的 に 包 帯 を は ず され 、 詩 を 書 く こ とで 、 カ タ ル シ ス を得 る 、 つ ま り

"crown　 of　thorn"で あ っ た包 帯 が"diadem"と して語 り手 の詩 人 と して の役 割 を

象徴 して い る と付 け加 え て い る(Guthrie　 69)。

　 デ ィキ ンス ンの 時 代 の 言 説 を 考慮 す る な ら、Habeggerの 説 に もふ れ て お か な

け れ ば な らな い。 彼 は 、伝 記 的 観 点 か ら、 詩 の 第2連3行 目の"seven　 years　of

trothllに 注 目 し、 デ ィキ ンス ンが フ ィ ラ デ ル フ ィア を 訪 れ た の が 、 ち ょ う どこ

の 詩 の書 か れ た で あ ろ う時 期 の7年 前 で あ る と、Wadsworth牧 師 との 関係 を示

唆 し つ つ も、 結 局 「恥 辱 に み ち た 重 荷 を 王 冠 へ と 変 え た 」(_she　 has　 trans.

formed　 a　shameful　 private　burden　 into　a　crown.)(Habegger　 414)と い うの は

デ ィキ ン ス ン 自身 の 経験 で は ない で あ ろ う と論 じて い る 。 即 ち、 デ ィキ ンス ン

が 、 当 時 彼 女 の 妹 や 父 が 体 験 した複 数 の 婚約 破 棄 な どの 訴 訟 事 件 か ら 「真 実 を

語 る 彼 女 自身 の 虚 構 」(atruth-telling　 fiction　of　her　own)を 作 り上 げ た と述 べ 、

さ らに 当 時 の 英 国 の 女性 作 家Dinah　 CraikのHead　 of　the　Familyと い う小 説 に こ

の 詩 を含 め た デ ィキ ンス ンの い わ ゆ る"wife　 poems"と の 類 似性 が あ る こ と を

指摘 して い る(Habegger　 415)。i,

　 この詩 の 原稿 が 、Mabel　 Loomis　 Toddの 助 手 の 手 に渡 った後 にデ ィキ ンス ンの

遺族 に よって 処 分 された こ とは、Habeggerも 言及 して い る(Habegger　 414)が 、

そ れ は第1連 の 身体 表現 の衝 撃 と、や は りこの詩 が デ ィキ ンス ン 自身の 秘 密 に さ

れ て いた で あろ う恋 愛 を想 起 させ る とい う こ とが、 原 因 であ っ た と考 え られ よう。

即 ち、 テ ク ス トか ら詩 人 自 身 の告 白 が 生 きた 声 と して 聞 こえ る とい うこ とで あ

る。 そ れ で い て劇 的 独 白の よ うな語 りの 調子 と連 を追 っ て展 開 され る 隠喩 か ら、

性 の 不安 か ら秘密 の力 を得 る女 性 、 中 世 の悲 恋 物語 の禁 じられ た恋 愛 に苦 しむ修

12Habegger　 に よ る と、 そ の 小 説 の 主 人 公 、 「Rachel　Armstrongは 騙 さ れ て結 婚 した

　後 、 彼 女 を翻 弄 した その 夫llmaster"に 痛 ま しい ほ どに忠 実 で あ り続 け る こ とで 、偉 大 な

　女 優 に な っ た」(Habegger,415)。
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道士 及 び彼 と引 き裂 か れ修 道 院 に身 を寄 せ る女性 、南 北 戦 争 の兵 士 、眼 に包 帯 を

した詩 人 な ど、複 数 の 声 が変 幻 自在 に響 くの であ る。 この詩 や 前 掲 の詩 を含め て

"wife　poems"や"marriage　 poems"と 批 評 家 た ちの 間 で呼 ば れ る一 連 の作 品の 解

釈 が 多 様化 して い る こ との一 端 は この 声 の 重 層 性 と関係 が あ ろ う。1:S

　 こ こ に採 り上 げ た2篇 を あ らた め て 考 え て み る と、 ほ ぼ 同 じ頃 に書 か れ なが

ら、 フ ラ ン ク リ ン番 号325番 の 方 は 、 ヒギ ンス ンや スー ザ ン、知 人へ と送 られ、

1890年 とい うデ ィキ ン ス ンの 作 品 に して は早 い時 期 に 出版 され た。 他 方267番

の1篇 の 原 稿 は、 詩 人 の死 後 遺 棄 され 、1945年 まで 出版 さ れず 、1998年 まで は

創 作 年 も不 明 と され て い た 。 前 者 にお い て は 詩 人 が 読者 を 強 く意 識 した とい う

こ とが 言 え る な ら、 ま た前 者 の 方 が 、 よ り表 象 化 、 崇 高化 され た 「愛 の十 字 架」

の ドラマ が 表 出 され て い る と考 え られ る な ら、 後 者 は 、 詩 人 が読 者 を意 識 しな

か っ た と は 断 定 で きな い が 、 恋 愛 ドラ マ の苦 悩 を、 よ り強 く、前 者 とは別 の 試

み で実 験 的 に告 白 した もの と考 え られ る の で あ る。

4

　 デ ィキ ンス ンが 、 「愛 の カ ル ヴ ァ リ」 の モチ ー フ を繰 り返 した とい う こ とは 、

St.　Amlandが 主張 す る よ う に、 当 時 の 「感 傷 的愛 の宗 教 」(St.　Armand　 97)を 賛

美 して い た とい う こ とな の で あ ろ うか 。 そ の こ と を探索 す る前 に 、彼 女 の恋 愛

詩 は 、 そ れ らが書 か れ た 時 期 の デ ィキ ンス ン に と って 詩 人 と して の ひ とつ の 練

習 、即 ち習 作 で あ っ た か も しれ ない とい う こ と を、 も う少 し考 え て み る必 要 が

あ ろ う。 こ こで採 り上 げ る テ クス トは、 前 掲 の2篇 との関 連性 が 辿 れ る な ら、 秘

密 の 「疲 れ 果 て た 持 ち 主 」 と して の 語 り手 が 、 物 語 の ヒ ロ イ ン と して活 躍 す る

の とは 異 な り、 自分 の 居 場 所 に 留 ま り、 自 己 の 苦 境 と秘 密 の力 、不 在 の 相 手 、

天 国 につ い て 瞑 想 して い る と も、 またGuthrieの 解 釈 に従 う な ら、 錘 壕 の詩 人

13 Cf. "Finally, wifehood was for her both the emblem and the label for a commitment that 

 was unbreakable" (Porter  203)  .



エ ミリ ィ ・デ ィキ ンス ンの 詩 的 モ ノ ロー グ 　 　33

が 、 夜 に包 帯 をは ず して 、 秘 密 の 恋 人 に想 い を馳 せ 、 詩 を書 い て い る とい う よ

うな連 想 を も可 能 に して くれ る。

　 "Ienvy　 seas　whereon　 he　rides"(Fr.749,　 J725)で 始 ま る詩 は、 遠 方 に去 っ た

恋 人 の不 在 を 嘆 く1篇 と して、 「デ ィキ ンス ンの最 も有 名 な詩 の ひ とつ 」(Shurr

77)と 称 され て い る。 フ ラ ンク リ ン版 を参 照 す る と、1862年 の 秋 頃 の 創 作 で 、

語 り手 が 自 ら を"Daisy"と 呼 ぶ"I　tend　my　flowers　 for　thee」(X367,　 J339)で

始 まる 詩 と フ ァ ッシ ク ル の な か で並 べ られて い る。 即 ち恋 人 の不 在 の モ チ ー フ

の2篇 が 並 べ られ て い る こ とが わか る。 恋 人 は3人 称 で の み 言 及 され 、 感 傷 的

な 表現 で 始 ま る。

I envy Seas, whereon He rides  -

I envy Spokes of Wheels 

Of Chariots, that Him convey  -

I envy Crooked Hills

That gaze opon His journey  -

How easy all can see 

What is forbidden utterly 

As Heaven - unto me!

I envy Light - that wakes Him  -

And Bells - that boldly ring 

To tell Him it is Noon, abroad  -

Myself - be Noon to Him -

Yet interdict - my Blossom  -

And abrogate - my Bee  -

Lest Noon in everlasting night  -

Drop Gabriel - and me - (Fr 368 J498, sts.1, 2, 5,  6,  )

第1連 から、遠方に行ってしまった恋人 らしき男性に関わる風景が、語 り手の
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羨 望 の対 照 と して 効 果 的 に 擬 人化 さ れ て い る 。 曲 が っ た 丘(Crooked　 Hills)、

裕福 なハ エ(wealthy　 Fly)、 しあ わせ な木 の 葉(happy‐happy　 Lewes)な どの

感 情 的 誤 謬 か 転 移 修 飾 語 の よ う な表 現 や 、す べ て は 、恋 人 を 見 る こ とが で きる

の に語 り手 の み に視 覚 が 及 ば な い とい う暗示 、富 の象 徴 と して の ピ サ ロへ の 言

及 、 そ して"Ienvy"の 繰 り返 し に よ り、 高 め られ て きた 感 情 は、5連 目の 光 り

(Light)、 鐘(Bells)、 正 午(Noon)と い うこ とば とイ メ ー ジで 頂 点 に達 す る。

"Myself -be　Noon　 to　Him"と い う願 望 の よ うに も、 また325番 のsolstice"と も呼

応 して夏 至 の 日の 恋 愛 の 成 就 の 回想 の よ う に も読 め る 表 現 の 後 、 最 終 連 で は、

禁 止 命 令(interdict)、 排 除(abrogate)と まる で 自 ら を裁 判 に か け て い る よ う

な こ と ば遣 い と、 語 り手 の セ ク シュ ア リテ ィ、罪 を 象徴 す る 「花」 「ミツバ チ 」

を組 み 合 わせ 、1種 の ア ンチ ク ライ マ ック ス と して こ れ まで の 感 情 を抑 制 し よ

う と して い る。 第2連 の 語 り手 に とっ て禁 じ られ た もの と しての 天 国(Heaven)

と結 びつ く正 午(Noon)と 最 終 運 の永 遠 の 夜(ever-lasting　 night)の 対 照 が こ

の 語 り手 の 自 ら の恋 愛 に対 す る喜 び と罪 の 意識 を示 して い る 。

　 この 詩 は最 後 に"Gabriel"に 言 及 す る こ とで 、 読 者 に謎 を残 して い る 。 聖 書

(Luke　 I:28)で は、 天 使 ガブ リエ ル は マ リア に キ リス トの 降 誕 を予 告 した の で

あ るが 、 こ こで は なぜ 語 り手 と 共 に 罰 を受 け る こ とが あ りう る の で あ ろ うか 。

Habeggerが 指 摘 す る よ うに 、 この ガブ リエ ル はReverend　 Charles　 Wadsworth

な ど この 詩 が 書 か れ た 頃 の デ ィキ ンス ンの 恋愛 の対 象 の こ とを 暗示 して い る の

で あ ろ うか(Habegger　 476)。 デ ィキ ンス ンの 詩 の な か で ガブ リエ ル が登 場 す

る も の は 、 他 に5篇 あ る が 、1863年 の 後 半 頃 に書 か れ た 次 の 詩 は 、 「愛 の カル

ヴ ァ リ」 の モ チ ー フ を もつ 。

Where Thou art - that - is Home  -

Cashmere - or Calvary - the same  -

Degree - or Shame - 

I scarce esteem  Location's Name  -

So I may Come -
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What Thou dost - is Delight  -

Bondage as Play - be sweet  -

Imprisonment - Content  -

And Sentence - Sacrament  -

Just We two - meet -

Where thou art not is Wo  -

Tho' Bands of Spices -row  -

What Thou dost not  — despair  -

Tho' Gabriel - praise me - Sir  - 

                      (Fr 749, J725)

　 冒頭 か らの 宗 教 的 イ メー ジ、 カル ヴ ァ リ(Calvary)、 束縛(Bondage)、 監 禁

(lmprisonment)、 判 決(Sentence)、 聖 餐(Sacrament)な ど は、 「愛 の カ ル

ヴ ァ リ」 の 響 き を もつ 。 苦 悩 と喜 び の対 照 は 、 相 手 の 不 在 へ を嘆 く最 終 連 で ク

ラ イマ ック ス を迎 え るが 、 語 り手 に は絶 望(Despair)だ け で な く、 ガ ブ リエ ル

に よ る賞 賛 とい う祝 福 が あ る こ とが 示 さ れ て い る。Jack　 L,　Cappsは 、 冒頭 に

お い て の この 詩 の 聖 書 へ の言 及 、 即 ち、 ル ツ記 の"whither　 thou　goest,　I　will　go;

and　where　 thou　lodgest,　I　will　lodgel【(Ruth　 I:16)を 指 摘 した う えで 、 この 詩 の

最 も重 要 な聖 書 へ の言 及 は ガ ブ リエ ル だ と述 べ て い る(Capps　 34)。 ル カ伝 の

"Blessed　art　thou　among　 women　 (Luke　I:28)と い うガ ブ リエ ルの こ とば を引用

して 、 「誇 張 法 的 な含 蓄 に よっ て デ ィキ ンス ンは 最 初 の2連 で主 張 され た 献 身 的

愛 情 の程 度 を伝 え る こ とが で きた」14とCappsは 、 最 終 行 を、 語 り手 の女 性 と

して の 献 身 の 深 さ を伝 え る ク ラ イマ ック ス と して 読 ん で い る。

　 こ こで ガ ブ リエ ル につ い て の別 の指 摘 を考 察 した い。William　 H.　Shurrは この

詩 の"Bands　 of　spices-row一 が 、 い わ ゆ る"erotic　Eden　poems"を 想起 させ るこ

とか ら、368番 の 詩 の最 終 行 で の ガブ リエ ル も聖 書 の 天 使 で は文 脈 にそ ぐわ ない

14 Cf.  "By hyperbolic implication Emily Dickinson is able to convey the extent of the devo-

 tion that she proclaimed in the first two  stanzas"  (Capps  35)  .
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と考 え、 ロ ング フ ェ ロー(Henry　 Wadsworth　 Longfellow)の 詩 、　Evangelineの

主 人 公 エ ヴ ァ ンジ リ ンの 恋 人 ガブ リエ ル に デ ィキ ン ス ンは 言 及 して い るの で は

な いか と説 く(Shurr　 78)。15こ の解 釈 を受 け入 れ る な ら、368番 の詩 で 語 り手 と

共 に"everlasting　night"に 落 とされ るか も しれな い ガブ リエ ル につ いて は、　Habeg-

gerの ワ ズ ワー ス 牧 師 説 と共 に、 理 解 で き な くもな い 。 エ ヴ ァ ン ジェ リ ンとい う

や は り当 時 の 「感傷 的愛 の 宗教 」 を実践 す る主 人 公 と自己 同 一視 し、詩 人 は 自身

の 「愛 の カル ヴ ァ リ」 の ドラ マ を模 索 した と考 え られ る。 しか し、749番 で は 、

恋 人 「あ なた 」 とガブ リエ ルは 同一 人物 で はな い ので 、 デ ィキ ンス ンが も しロ ン

グ フェ ロー の ガ ブ リエ ル に言 及 して いた と して も、語 り手 は、 エ ヴ ァ ンジ ェ リ ン

の声 を響 か せ て い る とい う こ とで は ない。 感 傷 的 恋 愛物 語 の ヒー ロー 、 ガ ブ リエ

ル が 賞 賛 して くれ る とい う こ と は、 ガ ブ リエ ル を聖 書 の 天 使 と解 釈 して い る

Habeggerと は別 の 意 味で 、 詩 人 の 自 己言 及 と して、 「デ ィキ ンス ンの芸 術 家 と し

て の満 足 の い く達 成 感 を暗 示 す る ものDickinson's　 satisfying　awareness　 of　her

achievement　 as　an　artist_ll(Habegger　 475)」 だ と考 え られ る。16

　 しか し、 これ ら2篇 にみ られ る よう なデ ィキ ンス ンの恋 愛 詩 へ の試 み は、 「感傷

的 愛 の宗 教 」 を賛 美 してい る とい う こ とと は異 な って い る ように思 わ れ る。 聖書

の イ メー ジ とこ とば、19世 紀 ア メ リカ で広 い読 者層 を獲 得 してい た恋 愛 ドラマ の

ヒ ロイ ンの声 を通 して、 テ クス トの最 後 に読 者 に届 いて くる声 は、 「愛 の カル ヴ ァ

リ」 の苦 悩 を訴 え る もので はな く、悲 恋物 語 と詩 人 自身 の詩 作 を賛 美 す る もの で

も な い。 「花 」 や 「ミツ バ チ」(368番 最 終 連)、 そ して 「香 辛 料 が帯 状 に 並 ぶ 」

15　 Shurrは デ ィキ ンス ンが こ の ロ ング フ ェ ロ ーの 作 品 を読 ん だ こ と を示 し、 主 人公 が 一

　 時 修 道 女 の よ う な暮 ら し を した こ と、 最 後 の 蓬 遁 の場 面 が デ ィ キ ン ス ンが ワ ズ ワ ー ス

　 牧 師 と 出 会 っ た フ ィ ラデ ル フ ィア で あ る こ と、"Thee"、 　IIThou,旧'anguish"な ど の デ ィ

　 キ ンス ンの 恋愛 詩 に一 貫 して み られ る こ とば か ら も、 当 時 良 く読 まれ た この ロ ン グフ ェ

　 ロー の 作 品の デ ィキ ンス ンへ の影 響 を指 摘 して い る 。Cf.　Shurr　78.

16　 批 評 家 のWardropは 、 デ ィキ ン ス ンの 詩 のwifeやbrideの よ うな ヒロ イ ンが ゴ シ ック

　 的 な 幽 閉 の モ チ ー フ を、 創 作 の た め に 利 用 す る と述 べ 、 この 詩 の 「妻 の よ うな」 語 り

　 手 も第2連 の,℃ontent"や"Semtemce"と い う言葉 に よ り 「芸術 へ の巧 妙 な言 及 」(the　sly

　 reference　 to　art)を して い る と指摘 して い る 。　Cf.　Waxdrop　 66-67.
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(749番 第3連)が 、語 り手のセクシュアリティなど何 らかの豊かさと同時に、罪

の意識を象徴 していることからも、これらのテクストの複数の声は、むしろ 「感

傷的愛の宗教」への危機意識を表出していると考えられるのである。

5

　 デ ィキ ンス ンの 「愛 の 十 字 架」 の モチ ー フ を もつ 詩 の こ とばが 、 「感傷 的愛 の

宗 教 」 を受 容 して い るの で は な く、 や が て そ れ か ら乖 離 して い くと い う こ と を、

「愛 の カル ヴ ァ リ」 のモ チ ー フの 延 長 線 上 に あ りなが ら、 恋 愛 詩 とい うジ ャ ンル

を拒 む よ う に思 わ れ る2篇 の 詩 を採 り上 げ て確 認 して お きた い。 次 に 採 り上 げ

る 詩 に お け る 「あ なた 」 を去 っ て行 っ た 異性 の恋 人 と限 定 す る こ と はで き な い

が 、 これ まで 考 察 して き た テ ク ス トと響 き合 う も の が あ り、William　 H.　Shurr

も、"There　came　 a　Day　at　Summerlsfull-"(Fr　 325)で 始 ま る詩 を中 心 と した愛

と別 離 の テ ー マ を も ち、 こ の"Severer　 Service　of　myself° で 始 ま る詩 を 「デ ィ キ

ンス ンが 多 くの 恋 愛 詩 を宛 て た恋 人 の喪 失」(the　loss　of　the　beloved　 whom　 she

wrote　 so　many　 love　poems)の 詩 とみ な して い る(Shurr　 39)。 フ ラ ン ク リ ンに

よる と1864年 の早 い 頃 に書 か れ た と され る この 詩 の 語 り手 に は 冒 頭 か ら、St.

Armandが 指 摘 した 「修 道 院 的 生 活 志 向」 が み られ る。

Severer Service of myself 

I hastened to demand 

To fill the awful Vacuum 

Your life had left behind -

I worried Nature with my Wheels 

When  Her's had ceased to run  -

When she had put away Her Work 

My own had just begun - 

I strove to weary Brain and Bone  -

To harass to fatigue
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The glittering Retinue of nerves  -

Vitality to clog 

To some dull comfort Those obtain 

Who put a Head away 

They knew the Hair to  -

And forget the color of the Day - 

Affliction would not be appeased  -

The Darkness braced as firm 

As all my strategem had been 

The Midnight to confirm - 

No Drug for Consciousness - can be  -

Alternative  .to die 

Is  Nature's only Pharmacy 

For Being's Malady - (Fr 887, J 786)

　 「あ な た」 との別 離 か ら くる喪 失 感 を埋 め合 わせ るた め に 、語 り手 が どれ ほ ど

厳 し い"service"を 自 ら に 課 した か が 、 前 半 の3連 で 述 べ られ て い る。 こ の

"serviceは
、 修 道 士 、 修 道 女 の 神 へ の 祈 りだ け で な く、 兵 役 を も連 想 さ せ 、

"Rearrange　 a'Wife's'affection!"で み た ア ベ ラ ー ル とエ ロ イー ズ
、錘 壕 の 兵士 ・

詩 人 の イ メー ジ と の 関連 性 も認 め られ る。 しか し、 第2連 以 降語 られ る そ の 内

容 は、"service"と い う言 葉 の 連 想 を 越 え る もの で あ る。 自然 の車 輪(Her's)

に 逆 ら うほ どの 語 り手 の 車 輪(My　 Wheels)や 、 頭(Brain)、 骨(Bone)、 神 経

(nerves)と 身 体 を蝕 む よ うな 行為 は 、 デ ィキ ンス ンが夜 遅 く まで詩 作 に 励 む こ

と を連 想 させ る と批 評 家 た ち は 指摘 して い る(Pollak　 200;Habegger　 480)。17

　 第3連 の4行 目の"Vitality　to　clog"の あ とに は 句 読 点 が な く、 次 の 連へ の句 ま

17Habeggerは 伝 記 的観 点 か ら、"The　glittering　retinues_"と い う表 現 に、 ボ ス トンの 眼

　 科 医 の 診 断 との 連 想 が あ る こ と も指摘 して い る。Cf.　Habegger　 485.
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たが りか に見 えて 、Pollakが 指摘 す る よ う に、 第4連 冒頭 に 「独 立 した動 詞 を与

え 損 な っ て 、 そ の 結 果 は 言 語 的、 知 覚 的 抑 制 の 喪 失 」'8の よ う な印 象 を与 え て

い る 。 こ の連 で は愛 す る人 を失 う とい う 同様 の 経験 を した 人 々へ の 言 及 に よ り、

語 り手 の"service"は 無 益 で あ っ た こ と を伝 え 、 第5連 で そ れ は 戦 略(strata-

gem)と 表 現 さ れ 、 語 り手 自 身 が 、"service"に 徹 す れ ばす る ほ どに 、 「まる で

す べ て の 戦 略 が/真 夜 中 を確 認 す る た め で あ った か の よ う に」(第5連 、3,4

行 目)暗 闇(Darkness)に 落 ちて い くこ とが 示 唆 され て い る。 最 終 連 の"Drugll

とい う こ と ば は、"Rearrange　 a'Wife's'affection!"(Fr　 267)に お い て7年 間の 愛

の 苦 悩 を示 す"Anguish-bare　 of　anodyne"と 響 き合 うが 、 この 最 終4行 にお い て

は、2行 目が1行 目か ら続 くの か 、3行 目以 下 の 主 語 に な って い るの か 読 者 を と

ま ど わ せ る 。1行 目 を独 立 した 文 と読 み 、2行 目のllAlternative　 to　diellを

"Alternative　 to　death"で は な く
、"Alternative　 of　dying"(Porter　 289)と 読 む

David　Porterに 従 っ て試 み に訳 せ ば、

意識のための薬などあ りえない。

死 という選択肢が

自然の唯一の薬剤術

存在の疾病のためには

とな る で あ ろ う。 格 言 の よ う に響 くこ の 最 終 連 か ら、批 評 家 た ちは こ の 詩 を

デ ィ キ ンス ンが 自殺 願 望 を表 現 して い る 作 品 と解 釈 す る こ とが あ る 。例 え ば

Heather　 Kirk　Thomasは 、 デ ィキ ンス ンが 「生 き る こ との不 安 の 最 終 的 選択 と し

て 死 を歓 迎 す る」亙9と読 み 、David　 Porterも こ の詩 を1連 の 自殺 の 詩(suicide

poems)の ひ と つ とみ な して い る(Porter　 289)。 自殺 で は な く生 存 の 物 語

18 Cf. "Moreover, while  stanzas one and two complete sentences, with the word 'clog' the 

 sentence structure skips across stanzas and fails to supply an independent verb so that 

 the effect is that of a loss of linguistic and perceptual control" (Pollak  201). 

19 Cf.  "...she may welcome death as the final opiate for the anxiety of  living..."  (Heather 

 Kirk Thomas  205)  .
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(survival　narrative)の ひ と つ と み るHabeggerに よ る と 、 デ ィ キ ン ス ン は 、

「治 療 と して の 詩作 とい う 自身 の プ ロ グ ラ ムが 失 敗 した こ と を認 め、 暗 闇 に と ど

ま る」2°こ と とな っ た 。 そ し て 「本 質 的 問 題 に は 治療 策 は な い 」 とい う こ と を

この 詩 の最 終 的 教 訓 と して い る と解 釈 して い る(Porter　 480)。 またPollakは

この テ ク ス トの な か で 、 最 初 は 重 要 な存 在 で あ っ た で あ ろ う 「あ な た 」 が 、

す っ か りか き消 され 、pretext"と され て しま う状 況 こそが 、"Being's　Malady"だ

と述 べ て い る(Pollak　 201)。

　 た しか に、 テ クス ト最 初 の2人 称 に よ り、 不 在 の 「あ な た」 へ の悲 哀 に満 ち

た 語 りか け で 始 ま っ た はず が 、 詩 作 と 「存 在 の疾 病 」 に つ い て の 瞑 想 の よ うな

告 白 と な り、 ま た それ が 読 者 へ の 教 訓 の よ う に響 くこ とは 、St.　Armandの い う

「感 傷 的 な愛 の 宗 教」 か らは乖 離 して い る こ と を意 味 す る と考 え られ る。 そ れ は

また デ ィキ ン ス ンが 自 ら創 作 して き た 「愛 の カ ル ヴ ァ リ」 の ドラマ に対 す る 限

界 を認 識 した と理 解 で きる か も しれ な い。 この 詩 よ りは少 し早 い1863年 の 終 わ

り頃 に書 か れ た と され る1篇 の 詩 は 、 生 き る こ とや 詩 作 につ い て の瞑 想 の よ う

に 始 ま るが 、 この 問 題 につ い て 示 唆 を与 えて くれ る と思 わ れ る 。

I think To Live - may be a Bliss 

To those who dare to try  -

Beyond my limit - to conceive  -

My lip - to testify -

No numb alarm - lest Difference come  -

No Goblin - on the Bloom -

20 Cf.  "Nothing else written by Dickinson so vividly evokes her lamplit bedroom, labori-

 ous nights, and disciplined effort to quiet her 'nerves.' Not stopping there, however, the 

 poem goes on to admit the failure of her program:'Affliction would not be appeased' and 
 she remains in  'Darkness.' The lesson the last stanza draws is that essetial problems are 

 not to be  remedied" (Habegger  480)  .
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No start in Apprehension's Ear, 

No Bankruptcy - no Doom - 

But certainties of Sun  -

Midsummer - in the Mind  -

A steadfast South - opon the Soul  -

Her  polar time - behind - 

The Vision pondered long  -

So plausible becomes 

That I esteem the fiction - real  -

The Real - fictitious seems - 

How bountiful the Dream  -

What plenty - it would be  -

Had all my Life but been Mistake 

Just rectified - in Thee 

                         (Fr 757, J 646, sts.1, 4, 5, 6,  7  )

　 第1連 第2行 目で 「あ えて 試 み る 人 に は」 と制 約 をつ け な が ら、 語 り手 は 自

らが試 み を 始 め る 。"Ithink"を 呪 文 の よ う に繰 り返 しなが ら 「限 界 を超 え て」

想 像 す る こ と を 、 実 行 し、 第2連 で 自 己 変 貌 を 暗 示 し、 第3連 で は、 日 々 を擬

人化 し、 宗 教 の イ メー ジ を用 い て 日常 性 が荘 厳 な ものへ と変 貌す る こ と を想 像

して い く。 第4連 は"No"の 繰 り返 しに よ り、麻 痺 した驚 愕(numb　 alarm)、 悪

鬼(Gob㎞)な ど恐 怖 の 対 象が 存 在 しない こ と を強 調す るが、破 産(B㎝ ㎞ptcy)

に は"Sepulchre"、"Wilderness"と い っ た異 形(variants)が あ り、 この 詩 の 語 り

手 を今 まで 脅 か して き た 「存 在 の疾 病 」 と関 わ る もの が 多 い こ とが わ か る。 次

の 連 で は325番 の 詩 の 夏 至(solstice)を 想起 させ る真 夏 の イ メー ジがm音 、　s

音 の 頭 韻 、 中 間韻 で 、 そ の 存 在 の 確 か さが 表 現 され 、語 り手 が そ れ ま で 生 きて

い た極 地 の 時 間(Her　 polar　time)が あ とに され る とい う幻 想 が 完 成 され る。

第6連 で の 語 り手 の そ の 幻 想 に つ い て の コ メ ン トは 、 虚構 の 現 実 性 と現 実 の 虚
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構 性 と い う問 題 へ と広 が り、 読 者 も そ の 問 い か け に誘 わ れ る。 そ して最 終 連 で

再 び語 り手 の想 像 は 、夢(Dream)と 言 及 さ れ 、 そ の豊 か さが 強調 さ れ て終 わ

るか と思 う と、最 終2行 で 、 こ の詩 は最 後 に言 及 され る 「あ な た」(Thee)へ の

告 白 で あ っ た こ とが わ か る とい う構 造 に な っ て い る 。 もち ろ ん 「あ な た」 は異

性 の恋 人 と 限 定す る こ とは で きず 、 神 を指 す 可 能性 もあ り、 また神 と限定 す る

こ ともで きず 、批 評 家 た ち の説 で は 、 「あ な た とは何 で あ ろ う と心 が 望 む もの を

心 に与 え る もの」(Helen　MacNeil　 19)で あ る とか 、「神 か恋 人 か は問題 で は な く、

他 者 の な かへ の 自己 の 消 滅 が 問題 」(Joan　 Kirkby　53)な ど と この 詩全 体 と関 連

して解 釈 さ れ て い る 。 この 詩 全 体 をvariantsを 含 め て 詳 細 に分 析 す るVirginia

Jacksonの 説 が 示 唆 に 富 む 。 即 ち、 「あ な た」 と い う の は 、 「願 望 の 名 前 、 そ の

突 き止 め られ な い 場所 」 で あ り、 虚構 と現 実 の 交 差 の 静 止 セ ン ター に あ っ て 浮

遊 す る位 置 で あ り、 結 局 はそ れ は 「比 喩 言 語 自体 の 限 界 を示 す こ とば」 と定 義

付 け て い る の で あ る 。'L1語りか け られ る対 象 は、 神 と も恋 人 と も定 め られ な い

故 に そ の存 在 が 崇 高化 され る こ とが な い 。 最 後 に 言 及 され た が た め に 、 そ の存

在 は 、 語 り手 が 自 己 を 委 ね 、 人 生 を修 正 す る(rectified)可 能 性 が 示 唆 さ れ て

い る に も拘 わ らず 、 姿 が 不 可 視 の ま まで あ る。

　 以 上 の2篇 は、 「愛 の カ ル ヴ ァ リ」 の テー マ を担 い つ つ 、複 数 の声 で 、 この モ

チ ー フ と こ とば の 限 界 に 対 す る 詩 人 の 意 識 を表 出 して い た の で は な い か と考 え

られ る。19世 紀 ア メ リカ の 「感 傷 的 愛 の宗 教 」 はお そ ら くデ ィキ ンス ン 自身 の

恋愛 体 験 、 読 書 体 験 な どか ら、 魅 力 的 なテ ー マ を彼 女 に提 供 した。 「アベ ラー ル

とエ ロ イー ズの物 語」 やDinah　 Craikの 小 説 、 ロ ング フ ェ ロー の作 品 はい ず れ も

恋 人 同 士 の 別 離 の 苦 悩 を扱 う もの で あ るが 、 南 北 戦 争 の 砦 の 歴 史 の 記 録 な ど と

も交錯 して 、 デ ィキ ン ス ン の テ クス トの なか で 、 複 数 の 声 と な って 、 蘇 る こ と

と な っ た。Selingerも 引 用 して い るCynthia　 Wolffの こ とば を援 用 す る と、 「恋

21 Cf. "Thee is the name of desire, its unlocatable location. Or perhaps we should say its 

 suspended location, for it is in the end at the dead center of the chiasmus between 'the 

 fection--*real--*true' and 'The Real Truth--fictitious....At the end of the poem Thee is the 

 term for the  horizon... of figurative language itself" (Jackson,  89).
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人 同 士 は離 れ て い る か ら こそ 、 こ とば が 必 要 と な り、 詩 の 必 要 性 が 生 まれ る」,.,

の で あ り、 恋 人 の 不 在 の モ チ ー フは 、 実 験 の よ うに繰 り返 され た。 本 稿 で 採 り

上 げ た最 初 の2篇 は、 愛 の カ ル ヴ ァ リの ドラマ の崇 高 化 と、 そ れ とは 対 照 的 な

試 み で の ドラマ の 再 現 で あ り、 続 く2篇 は 、 習作 的 な要 素 が 強 い もの で あ っ た。

そ れ らに お け る 複 数 の 声 に は、 ドラマ 化 され た声 と詩 人 と して の 自己 言 及 の 声

が 重 層 化 して い た 。 しか しや が て デ ィキ ンス ンは愛 の カ ル ヴ ァ リの ドラマ の ひ

とつ の 限 界 を認 識 し始 め 、 「感傷 的愛 の宗 教 」 か らの 乖 離 を試 み る。愛 の対 象 は

どの テ ク ス トに お い て も不 在 で はあ るが 、 不 在 の ス タイ ル、 即 ち、 テ クス トか

ら対 象 を か き消 す 方 法 に差 異 が み られ る よ う に な る。 恋 愛 詩 とい う範 躊 を拒 絶

す る恋 愛 詩 とい うの が 、 本 稿 の 最 初 に述 べ た よ うに 、 ア メ リカ の恋 愛 詩 学 とい

う もの を 始 め る こ と に な っ たの で は なか ろ うか。 そ の た め に詩 人 は 「私 の 人生

のす べ て が 、 まち が い で あ っ た と して も」(Had　 all　my　Life　but　been　Mistake)と

読 者(Thee)に 修 正 を求 め なけ れ ば な ら なか っ た ので あ る。
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